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みんなで創る新たな万葉の里・おおひら

●
生
涯
学
習
（
生
涯
活
か
せ
る
学
習
活
動
）
に
つ
い
て

　
生
涯
学
習
の
推
進
は
、
村
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ
て
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

幅
広
い
学
習
機
会
を
き
め
細
か
く
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
学
校
教
育
（
豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め
の
教
育
）
に
つ
い
て

　
小
学
校
で
は
、
学
力
向
上
研
究
指
定
校
事
業
の
取
り
組
み
で
得
た
子
ど
も
た
ち

が
生
き
生
き
と
学
ぶ
姿
や
教
員
の
指
導
力
向
上
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
効
果
的
な
活

用
等
の
成
果
を
今
後
も
継
続
し
、
学
力
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
中
学
校
で
は
、「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
に
向
け
て
、
生
徒
の
学
習
意
欲
向

上
の
た
め
の
授
業
づ
く
り
や
、
学
び
支
援
事
業
を
活
用
し
た
家
庭
学
習
の
充
実
等

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
志
教
育
の
充
実
や
豊
か
な
心
を
育
て
る
体

験
活
動
の
推
進
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
給
食
費
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

平
成
31
年
度
か
ら
全
額
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
一
層

の
推
進
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
共
に
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
開
催
を
通
し
て
、
村
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
参
加
し
親
し
め
る
機
会
の
提
供
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
送
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
文
化
（
歴
史
・
文
化
の
継
承
）
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
美
術
館
は
、
魅
力
あ
る
企
画
展
の
実
施
に
創
意
工
夫
を
図
る
と
と
も

に
、
多
く
の
方
々
が
気
軽
に
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
愛
さ
れ
る
美

術
館
を
目
指
し
、
年
間
を
通
し
て
効
果
的
な
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
流
活
動
（
多
様
な
連
携
に
よ
る
交
流
）
に
つ
い
て

　
地
域
間
や
世
代
間
の
交
流
機
会
の
場
と
し
て
、
村
内
の
施
設
等
の
利
用
を
促
進

し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
友
好
交
流
都
市
の
岩
手
県
金
ケ
崎
町
と
、
芸
術
文
化
面
の
相
互
交
流

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
震
災
害
等
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
事
故
防
止
の
た
め
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
除
去
経
費
の
一
部
補
助
に
つ
い
て
、
制
度
を
広
く
周
知
し
危
険
箇
所
の
除
去

を
促
進
し
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
防
衛
施
設
（
防
衛
施
設
と
の
連
携
）
に
つ
い
て

　
沖
縄
駐
留
米
軍
に
よ
る
実
弾
砲
撃
訓
練
は
、
７
月
中
旬
の
実
施
が
防
衛
省
よ
り

公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
王
城
寺
原
演
習
場
で
の
訓
練
は
８
年
連
続
と
な
り
ま
す

の
で
、国
に
対
し
、住
民
の
不
安
解
消
に
よ
る
信
頼
関
係
の
構
築
は
元
よ
り
、事
件
・

事
故
防
止
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
さ
ら
に
は
恒
常
的
な
訓
練
と
な
ら
な
い
よ
う
強

く
要
請
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
演
習
場
か
ら
起
因
す
る
障
害
防
止
事
業
を
は
じ

め
と
し
て
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防

衛
省
予
算
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
諸
事
業
の
整
備
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

●
行
政
運
営
（
計
画
的
な
総
合
行
政
）
に
つ
い
て

　
第
５
次
総
合
計
画
の
評
価
・
検
証
や
住
民
の
意
見
を
幅
広
く
求
め
な
が
ら
、
今

年
度
末
に
「
第
６
次
大
衡
村
総
合
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
大
衡
村
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の
具
現
化
に
向
け
、
目
標
に
掲
げ
た

施
策
を
一
体
的
に
進
め
な
が
ら
、
地
方
創
生
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
大

衡
村
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」の
趣
旨
に
基
づ
き
、公
共
施
設
の
調
査・分
析
、

施
設
の
再
配
置
や
統
廃
合
、
中
長
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構
築
等
、

公
共
施
設
の
最
適
化
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
財
政
運
営
（
経
営
的
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
）
に
つ
い
て

　
税
収
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
制
改
正
大
綱
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
各
税
目

の
課
税
対
象
の
的
確
な
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
納
税
者
の
立
場
に
立
ち
「
公

平
・
透
明
・
納
得
」
の
も
と
に
適
切
に
業
務
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
（
共
に
育
む
ま
ち
づ
く
り
）
に
つ
い
て

　
「
開
か
れ
た
行
政
」
の
体
制
と
し
て
、
情
報
公
開
を
進
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
が

自
ら
参
画
、
行
動
で
き
る
地
区
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
村
制
施
行
１
３
０
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
村
の
発
展

に
ご
尽
力
を
遂
げ
ら
れ
た
先
人
の
方
々
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
が
主
役
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

施
政
方
針（
教
育
部
門
）

み
ん
な
で
学
び
み
ん
な
で
育
む
生
涯
学
べ
る
ま
ち
づ
く
り
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月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
県
が
進
め
て
お
り
ま
す
上
工
下
水
一
体
官
民
連
携
事
業

は
、
水
道
水
と
し
て
安
全
か
つ
安
定
的
に
受
水
す
る
た
め
、
県
の
リ
ス
ク
管
理
に

注
視
し
、
検
討
・
進
捗
状
況
、
事
業
効
果
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
求
め
、
情
報

収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
保
全
活
動
は
、「
万
葉
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
カ
ー
導
入
促
進
事
業
」、「
万

葉
サ
ン
サ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
普
及
促
進
事
業
」
を
、
利
用
し
や
す
い
補
助
事
業

と
し
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、小
学
校
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
、

省
エ
ネ
と
ＣＯ₂
削
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
衡
中
北
地
区
集
会
所
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
を
活
用
し
て
建
築
し
、
地
区
住
民
の
利
便
性
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
防
犯
・
防
災
（
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
）
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
村
内
の
交
通
事
故
件
数
は
２
９
４

件
で
、
一
昨
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、
３
月

８
日
に
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
，
０
０
０
日
を
達
成

し
ま
し
た
。
通
勤
車
両
や
事
業
用
車
両
等
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
村
内
の
交
通
情
勢
を
直
視

し
、
関
係
機
関
、
団
体
と
さ
ら
に
連
携
を
図
り

交
通
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
昨
年
、
村
内
で
は
幸
い
に
し
て
住
宅
火
災
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
広
報
紙
や

無
線
放
送
を
通
じ
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
消
防
団
の
機
能
充
実
を

図
り
つ
つ
消
防
署
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
火
災
予
防
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
近
年
の
気
象
状
況
に
よ
り
、
思
い
が
け
な
い
と
き
に
思
い
が
け
な
い
場
所
で
自

然
災
害
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
防
災
訓
練
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
自
助
、
共
助
、
公
助
を
も
と
に
一
体
と
な
っ
て
災
害
に
備
え

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
９
月
１
日
に
本
村
を
会
場
と
し
て
宮
城
県
総
合
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
消
防
団
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
組
織
な
ど

各
団
体
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
訓
練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
交
通
体
系
（
み
ん
な
が
利
用
で
き
る
交
通
体
系
）
に
つ
い
て

　
国
道
４
号
４
車
線
化
事
業
は
、
用
地
調
査
と

一
部
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
村
で
も
、

地
元
の
声
を
国
に
伝
え
、「
国
道
４
号
拡
幅
改
良

（
４
車
線
）
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
と
一
丸
と

な
っ
て
、
早
期
完
成
に
向
け
要
望
活
動
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
道
整
備
は
、
尾
西
中
山
線
改
良
舗
装
事
業

や
大
瓜
南
側
線
改
良
舗
装
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
（
仮
称
）
長
町
小
沼
田
線
改
良
舗
装
事

業
の
新
規
事
業
化
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
な

る
村
道
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
度
情
報
化
（
情
報
技
術
を
活
か
し
た
効
率
化
）
に
つ
い
て

　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
効
果
的
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
を
進
め

る
と
と
も
に
、
本
村
の
現
況
を
詳
細
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
適
時
・
的
確

な
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
の
情
報
発
信

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
活
環
境
（
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
）
に
つ
い
て

　
「
と
き
わ
台
南
」
住
宅
団
地
は
全
区
画
の
６
割
以

上
の
方
が
お
住
ま
い
に
な
り
、
着
実
に
定
住
化
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
海
老
沢
地
区
の

未
利
用
地
解
消
や
、
五
反
田
・
亀
岡
地
区
整
備
計

画
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
コ
ン
パ
ク
ト

で
良
質
な
ま
ち
づ
く
り
や
定
住
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
村
営
住
宅
は
、
今
年
度
、
五
反
田
住
宅
及
び
河

原
住
宅
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
ま
す
。
年
次
的

に
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅
入

居
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
居
住
環
境
の
向
上
と
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
人
口
減
少
や
水
需
要
の
減
少
等
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

広
域
連
携
の
検
討
を
進
め
る
「
宮
城
県
水
道
事
業
広
域
連
携
検
討
会
」
が
昨
年
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